
様式２ 

令 和 ４ 年 度  自 己 評 価 表 
鳥取県立青谷高等学校 

長期目標 
 

（学校ビジョン） 

人づくり ～ふるさとキャリア教育 生涯学び続けるために～ 
 
自分らしさに誇りを持ち、社会で信頼され、社会に貢献する人材の育成 

 

今年度の 
 

重点目標  

１ 知を磨く ○学ぶ喜びを実感し、知的感受性を高め、生涯にわたって学び続ける力をつける。 
○より高い目標に挑戦し、あきらめずに探究し、新たな価値を創造する力をつける。 
○確かな学力・充実した進路学習により、進路実現100％を目指す。 

２ 徳を積む ○持続可能な社会の実現や地域貢献活動に協働して取り組み、郷土愛や社会の一員としての自覚を深める。 
○多様な立場や考え方を理解すると同時に、自分の意見を的確に伝え、互いの尊厳のもと、よりよい人間関係を築く。 

３ 健康を育む 
well-being 

○健康に対する正しい知識を持ち、健康を管理する力をつける。 
○自己理解を深め、自分の良さや可能性、使命を自覚し、主体的に行動する力をつける。 
○生徒会活動の学校自治や文化部・運動部の活性化をすすめ、青高を広く理解いただき、皆から愛され必要とされる存在を目指す。 

４ 業務改善の推進 ○時間外業務時間縮減を推進する。 
○学校行事等を見直し精選する。 

 
評価基準 Ａ：十分達成（95％） Ｂ：概ね達成（75％程度） Ｃ：変化の兆し（60％程度） Ｄ：まだ不十分（40％程度） Ｅ：目標・方策の見直し（30％以下） 

年  度  当  初 評 価 結 果 （ ） 月 
評価項目 評価の具体項目 現状 目標（年度末の目指す姿） 目標達成のための方策 経過・達成状況 評価 改善方策 

１ 知を磨く 〇学ぶ喜びの実感 
〇知的感受性の高揚 
〇学び続ける力の育成 

○ＩＣＴ等を活用した授業により、学
習意欲が向上したと思う生徒は約
76％。 
（R1:78.9％→97.0％→R3:76.4％） 

○ＩＣＴ等を活用した教員は100％。 
○教科指導におけるＩＣＴ活用は、
「とっとりＩＣＴ活用ハンドブッ
ク」記載のほぼレベル２。 

〇県内の大学や短大の教員による授業 
を実施している。 

〇校内ＧＩＧＡ研修を毎月の定例職員
会議後に実施している。 

 

○ＩＣＴ活用などにより、主体的に学
習に取り組んでいる生徒が80％以
上。【指標①】 

○「産業社会と人間」や「総合的な探
究の時間」の授業を生かして進路選
択に繋げている。 

○ＩＣＴ活用の推進。 
○校内ＧＩＧＡ研修の継続。 
○地元企業と連携したプログラミング
教育。 

○青谷学Ⅰ及び青谷学Ⅱの充実。 
○多様な科目の充実。 
○的確な観点別評価の実施。 
 

 

 

 

 〇より高い目標への挑戦 
〇あきらめず探究する力の育成 
〇新たな価値を創造する力の育成 

〇授業開始前に準備をして意欲的に取
り組んでいると肯定的に思う生徒は
約96％。 
（R1:87.5％→94.2％→R3:96.1％） 

○授業規律は概ねよいが、授業に対す
る意欲が不足している生徒がいる。 

〇英語検定等を積極的に受検している
生徒もいるが、Ｒ３より１年次生全
員が漢字検定を受検している。 

○Ｒ４より各年次において実力診断テ
ストを導入することにした。 

 

○授業に意欲的に取り組んでいる生徒
が95％以上。【指標②】 

○複数の各種検定を受検したり外部の
コンクール等で発表したりしてい
る。 

○各年次とも補習や個別指導を複数名
が受講している。 

○進路実現に向け、目標に即した系列
を選択している。 

○年次、進路及び授業担当者との密な
連携。 

○各種検定や各種コンクール等へ積極
的参加及び挑戦。 

○青谷学Ⅱの充実。 
〇添削等の個別指導の充実。 
○的確な系列・科目選択指導。 

 

 

 

 〇確かな学力の育成 
〇充実した進路学習 
〇進路実現100％ 

〇授業で基礎的・基本的な学力が身に
ついていると思う生徒は約31％。 

 （R1:20.4％→24.6％→R3:30.6％） 
〇１月基礎力診断テストのＤゾーンの
生徒の割合は各教科とも減少傾向。
Ｂゾーン以上の生徒の割合は次のと
おり。 

 国語 数学 英語 ３科 
１年次 30.2% 15.1% 13.2% 15.1% 
２年次 33.3% 16.7%  3.7% 11.1% 
〇授業の予習や復習をしていると肯定
的に思う生徒は約60％。 

 （R1:34.3％→43.7％→R3:60,0％） 
〇講演会等が進路選択や生き方に役立
っていると肯定的に思う生徒は約
94％。 
（R1:80.9％→82.6％→R3:94.4％） 

〇定期考査中の自宅学習時間調査では
好結果だが、日頃の自宅学習習慣が
定着している生徒は少ない。 

〇様々な進路情報に疎く、消極的な進
路選択となっている生徒がいる。 

 

〇授業で基礎的・基本的な学力が身に
ついていると思う生徒が40％以上。 

 【指標③】 
〇１月基礎力診断テストで各教科のＤ
ゾーンの生徒の割合が年度当初より
10％減少。【指標④】 

〇１月基礎力診断テストの各教科のＢ
ゾーン以上の生徒の割合が17％以
上。【指標⑤】 

○予習・授業・復習のサイクルができ
ている生徒が65％以上。【指標⑥】 

○進路学習が充実している（講演会等
は進路や生き方を考えるのに役立っ
ている）と思う生徒が90％以上。
【指標⑦】 

〇地元企業のインターンシップや学校
のオープンキャンパスに参加してい
る。 

〇様々な進路情報をもとに、視野を広
げて積極的な進路決定になってい
る。 

○学び直しの充実（基礎学力の定着指
導）。 

○自宅学習の定着指導。 
○定期的な自宅学習時間調査。 
〇進路講演会、レディネステスト活
用、面接等の充実。 

〇的確な進路情報の提供。 
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２ 徳を積む 〇持続可能な社会の実現や地域貢献活
動に協働 

〇郷土愛の育成 
〇社会の一員としての自覚 

○地域の活動等に参加していると肯定
的に思う生徒は約49％。 
（R1:38.4％→40.4％→R3:48.9％） 

〇制服の着こなしができていると思う
生徒は約66％。 
（R1:65.7％→77.0％→R3:65.6％） 

〇丁寧な言葉遣いができていると肯定
的に思う生徒は約94％。 

 （R1:87.8％→90.1％→R3:94.4％） 

○生徒の50％以上が地域活動・ボラン
ティアに参加している。【指標⑧】 

○制服をきちんと着ている生徒が70％
以上。【指標⑨】 

○ＴＰＯに応じた言葉づかいができて
いる生徒が95％以上。【指標⑩】 

○生徒の地域に関する興味関心が高ま
っている。 

○青谷学Ⅰ及び青谷学Ⅱの充実。 
○外部人材の活用。 
○ボランティア活動の推進。 
〇地域の保育園・小学校・中学校・Ｔ
ＣＤ等との連携。 

○ゴミの分別及び削減の推進。 

 

 

 

 〇多様な立場や考え方の理解 
〇自分の意見を的確に伝達 
〇互いの尊厳のもと、よりよい人間関
係の構築 

○毎日の挨拶がきちんとできていると
肯定的に思う生徒が約88％。 

 （R1:78.2％→83.7％→R3:88.3％） 
〇学校生活で周囲の人たちとの人間関
係は良好と思う生徒は約55％。 

 （R1:34.5％→51.3％→R3:55.0％） 
○人権教育ＬＨＲ等において、意見発
表や意見交換ができている。 

○ＳＮＳ等でのトラブルがある。 

○毎日の挨拶ができていると思う生徒
が90％以上。【指標⑪】 

〇人間関係は良好と思う生徒が60％以
上。【指標⑫】 

○人権教育ＬＨＲ等を通じて他者を思
いやり、認める姿勢を深めている。 

○青谷学Ⅰや青谷学Ⅱをとおしてプレ
ゼンテーション能力が向上してい
る。 

〇生徒会執行部による定期的な挨拶運
動。 

〇人権教育ＬＨＲの事前事後指導の充
実。 

○各種講演会の充実。 
〇地域の保育園・小学校・中学校・Ｔ
ＣＤ等との連携。 

 

 

 

 

３ 健康を育む 
  Well-being 

〇健康に対する正しい知識の習得 
〇健康を管理する力の育成 

○Ｒ４年１月末現在において欠席率
2.46％、遅刻率1.00％である。 

 欠（R1:2.76％→1.51％→R3:2.71％） 
 遅（R1:1.69％→0.88％→R3:1.02％） 
〇虫歯の治療率が低い。 
 （R1:22.3％→21.1％→R3:22.1％） 

○欠席率・遅刻率がともに２％未満で
ある。【指標⑬】 

○様々な検診をとおして治療率が向上
している。 

〇保護者との密な連携。 
○各種講演会の実施。 
 
 

 

 

 

 〇自己理解 
〇自分の良さ・可能性・使命の自覚 
〇主体的に行動する力の育成 

〇クラスや部活動、仲の良いグループ
内で自身の存在を認められていると
感じている一方、クラスの中で孤立
感を覚えたり、周囲の目が気になり
不安や緊張を覚えたりする生徒がい
る。 
（R1:39人→31人→R3:20人） 

○種々の授業・行事・ボランティア参
加を通じて、参加した生徒の80％以
上が自己有用感・自己肯定感を高め
ている。【指標⑭】 

〇肯定的な声かけ指導の実践。 
〇だっぴ等の充実。 
○定期的な「自己肯定感に関するアン
ケート」の実施。 

〇hyper-QU検査の実施（１・２年次と
も２回）と教職員研修。 

 

 

 

 〇生徒会活動の学校自治や部活動の活
性化 

〇愛され必要とされる存在へ 

○部活動は充実していると肯定的に思
う生徒は約85％。 

 （R1:86.4％→79.4％→R3:84.9％） 
〇生徒会執行部に積極的に加入してい
る。 

〇部活動加入率が低く、部員数不足の
部がある。 

〇公式Instagramを開設した。 

○部活動は充実していると思う生徒が
90％以上。【指標⑮】 

○公式Instagram、ホームページを頻繁
に更新している。 

○中学生体験入学の参加者の75％が本
校への入学を希望する。 

○部活動の充実。 
○ボランティア活動の推進。 
〇公式Instagram、ホームページの活
用。 

〇ポスター、学校案内の工夫。 

 

 

 

４ 業務改善の推進 ○時間外業務時間縮減 ○時間外業務時間の全体平均は少な
く、月45時間以上の延べ人数は０人
である。 

 （R1:延べ21人→1人→R3:0人） 
○Ｒ３年休取得は平均年13.56日。 
（R1:13.58日→12.66日→R3:13.56日） 
○部活動は、週一日の休養日を設けて
活動している。 

○全教職員が、時間外業務時間は月45
時間以内、年360時間以内。 
【指標⑯】 

○教職員の年休取得が平均年15日。 
 【指標⑰】 
○教職員が健康で教育活動が充実。 

○管理職による声かけ。 
○毎月の部活動計画及び部活動実施報
告。 

 

 

 

 ○学校行事等の見直し・精選 ○行事や講演会等が多く行われ、生
徒・教職員に負担感がある。 

○行事の精選が行われ、生徒・教職員
の負担感が軽減。 

○優先順位づけ。 
○重複する内容の行事等の見直し。 
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